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バイオジェット燃料生産技術開発事業／微細藻類基盤技術開発

微細藻類由来バイオジェット燃料生産の産業化とCO2利用効率の向上に資する研究拠点及び基盤技術の整備・開発

連絡先：一般社団法人日本微細藻類技術協会 問い合わせ窓口
MAIL ：info-al@imat.or.jp

■事業の目的・目標

■2024年の主な成果

■実用化・事業化の見通し

≪目的≫ 微細藻類技術の向上を図り、2030 年頃のバイオジェット燃料生産技術に係る確実な市場形成および社会実装に
資するため、様々な条件下での微細藻類種ごとの実証データ取得が可能なテストベッドを含む研究拠点を整備し、
事業化にあたっての課題の解決や培養工程でのCO2利用効率を向上させるための手法の検討等を行う。

≪目標≫ 微細藻類培養・分析に関する標準化手法の確立と技術経済・環境影響分析の実施を行う。また微細藻類由来バ
イオジェット燃料製造プロセスのモデルケース設計を実施する。

■課題 『国内基盤拠点』としての実績作り・微細藻類産業の健全な発展を促す機関としての役割。

■今後の取組

➢ 微細藻類の実証データ取得可能な 『国内基盤拠点』 としての役割を果たし、事業化を支援する。
➢ 品質、安全性、持続可能性という要素の信頼性を担保するための第三者認証機関を目指す。

計画通りに、微細藻類のゲノム編集・遺伝子改変技術から培養・収穫・抽出工程に至る事業化を見据えた実証データの取得と分
析評価が可能な『国内基盤拠点』を整備でき、各工程を組み入れた一貫プロセスのLCAとTEA解析による課題の見える化を達成
した。微細藻類産業をバックアップできる体制が整ったことにより、各企業のニーズに応えられる団体として活動を進めていく。

1.「国内研究拠点」の整備

2.標準条件の設定 3.排ガスの微細藻類培養への応用
および技術経済環境影響分析

4.産業化への課題解決

【計算の前提条件】

培養工程 収穫工程

【GHG排出量の計算結果】

【TEA解析の一例】

ORP FP-PBR T-PBR

面積 2,153ha 888ha 1,048ha

培養槽の長さ 200m 50m 40m

槽数/培養ﾕﾆｯﾄ 20基 576基 576基

培養ﾕﾆｯﾄ価格 9,299千円 1,026千円 706千円

償却期間 25年

CO2単価 6円/kg_CO2

水単価 46円/m3

肥料単価 53円/kg（尿素）

電力単価 15.3円/kWh

電力GHG原単位 0.205kg_CO2/kwh ＠サラワク州

水更新頻度 6回/年

一次濃縮 膜分離（中空糸膜）

装置 住友電工製膜ユニット

Flux 1.0m/day

洗浄 メーカ推奨に準拠

膜交換 1回/2年

二次濃縮 遠心分離

装置 アルファ・ラバル製

一次濃縮：省エネ＆高処理速度
二次濃縮：高濃度に濃縮できる

培養から濃縮工程までのGHG排出量 培養のGHG排出量内訳

TEA解析（培養：ORP, 一次濃縮：膜分離, 二次濃縮：遠心分離）

(1) IMATで選定した微細藻類種および、他プロジェクトで報告された微細藻類のデータを用い
各培養システムと濃縮工程のLCAとTEA解析を実施し、SAF実現に向けた対策を抽出した

（2）第一種使用検証試験を用い、「遺伝子組換え真核微細藻類の第一種（開放系）使用
に係る生物多様性影響評価書作成ガイダンス」に基づいた、周辺環境への飛散試験を実施

培養槽：
フラットパネル型フォトバイオリアクター

使用藻株：
Chaetoceros gracilis

0.5-30mの範囲で設置したモニタリングトラップで遺伝学的手法で検出を試みたが、検出限界以下

(1) IMATで整備した「国内研究拠点」としての施設 (2) 自主自立に向けたIMATの役割（目指す方向）

➢ 長期的に微細藻類の認証機関として業界を牽引していくことは、IMATのこれまでの知
見と技術力を最大限に活かすことができる戦略となる

➢ 持続可能な社会の実現に貢献するとともに、新たな事業成長の機会を創出し、今後の
市場動向や技術進展を注視しつつ、認証機関構築に向けた具体的な検討を進める

➢ 2022年に開所した施設には、シード室、培養室、収穫・乾燥室、分析設備を配備。
微細藻類の選定から工程検証と、得られたバイオマスの解析を目的としている。

➢ 2024年に竣工した施設には、抽出設備、遺伝子試験室、屋外設備を配備。屋外
培養の課題解決や微細藻類の改良、プロセスの環境影響評価を目的としている。

解析手順
① サンプリング, ゲノム抽出および PCRフリーショットガンシーケンス
② データベースから read の系統分類 (kraken2)
③ 存在量推定 (bracken )

(1) 分析および培養条件の標準化

(2)培養環境の健全性に関する検出

pH6.5

pH3.5

不安定な培養環境（pH6.5）では、リスク生物の事前検出が可能であることを検証できた

✓ バイオマス生産性 ：乾燥重量測定（ASTM D5907）
   乾燥条件： 105℃×≧60min
✓ タンパク質の定量 ：ケルダール法（AOAC 984.13）
✓ 総脂質の定量    ：酸分解法（AOAC 954.02-1990）
✓ 灰分の定量     ：灰化法（AOAC 942.05）
✓ 炭水化物の定量.  ：差し引き法（AOAC 986.25）
✓ 脂肪酸組成分析 ：メチルエステル化-GCMS

（抽出溶媒 CHCl3/MeOH）

微細藻類 
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フラットパネル型   チ ー 型   オープン型   微細藻類

標準分析手法

標準培養条件

＜各種微細藻類の脂肪酸組成＞

モニタリングトラップは上記7カ所に設置し、培養5, 7, 9日目にPCRによる拡散性試験を行った。
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